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川西市長

あんばい
の

ええ話

　

6

月
に
入
り
梅
雨
の
シ
ー
ズ

ン
を
迎
え
ま
し
た
。
近
年
、
集

中
豪
雨
や
台
風
に
よ
る
被
害
が

毎
年
の
よ
う
に
各
地
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
想

定
を
超
え
た
、
数
百
年
に
一
度

と
言
わ
れ
る
よ
う
な
降
雨
に
よ

る
、
洪
水
や
土
砂
災
害
と
い
っ

た
事
例
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。

　

今
回
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た

防
災
マ
ッ
プ
な
ど
を
あ
ら
た
め

て
確
認
し
、
万
が
一
に
備
え
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

安心して暮らせるまちに

市立川西病院の改革に挑む

市立川西病院の改革案を作成

「キセラ川西センター」と「北部急病センター」を整備

　市立川西病院の経営改革を進めるた

め、「（仮称）市立総合医療センター」を

33 年夏ごろに向けて整備する案を作成

しました。

　同案では、同センターの整備に伴い、

現在の市立川西病院は閉鎖。キセラ川西

地内に、本院に当たる「キセラ川西セン

ター」を、能勢電鉄「山下」駅周辺に、

分院に当たる「北部急病センター」を整

備します。

　キセラ川西センターの診療体制は、現

在の 13 科３専門センターから 26 科８

専門センターに、病床数は 236 床から

400 床に増設し、高度急性期へも対応。

　北部急病センターには内科、整形外科、

小児科を整備。24 時間体制で急病患者

などに対応します。

　また、　（仮称）市立総合医療センター

の運営には、経営の安定化を図るため、

民間に委託する指定管理者制度を導入。

　整備事業費は約 176 億円で、このう

ち指定管理者で５割、地方交付税交付金

で４割を賄うことができると想定してい

るため、市の負担は実質１割となります。

　今後、指定管理者の選定を行い、30

年夏ごろに基本構想のパブリックコメン

トを実施する予定です。詳しくは経営改

革課 （740）1120 へ。

現市立川西病院

キセラ川西センター

北部急病センター

日
頃
か
ら
の
備
え
が
重
要

　

近
年
、
台
風
や
局
地
的
な
豪
雨
で
、
多
く

の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

26

年
８
月
の
台
風
第
11

号
の
と
き
は
、
市

内
で
冠
水
や
土
砂
災
害
の
他
、
家
屋
の
一
部

破
損
や
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

　

自
分
自
身
と
家
族
の
命
を
守
る
に
は
、
日

頃
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
で
避
難
場
所
や
避
難
ル
ー

ト
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
確
認
、
連
絡
方
法

な
ど
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

防
災
マ
ッ
プ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

新
し
く
な
っ
た
防
災
マ
ッ
プ
を
広
報
誌
と

同
時
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

防
災
マ
ッ
プ
に
は
、
地
図
上
に
洪
水
や
土

砂
災
害
の
被
害
が
想
定
さ
れ
る
区
域
の
他
、

避
難
所
な
ど
を
掲
載
。
併
せ
て
「
防
災
行
政

無
線
等
の
情
報
配
信
手
段
」
や
「
日
頃
の
備

え
」「
市
の
防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組
み
」

な
ど
の
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
25
年
改
定
版
と
の
主
な
変
更
点
】

　

①
猪
名
川
（
滝
山
よ
り
下
流
の
国
管
理
河

川
）
の
浸
水
想
定
区
域
を
28

年
６
月
に
猪
名

川
河
川
事
務
所
が
公
表
し
た
、「
想
定
最
大

規
模
降
雨
」
に
よ
る
区
域
に
変
更
②
原
則
立

ち
退
き
避
難
が
必
要
な
、「
家
屋
倒
壊
等
氾

濫
想
定
区
域
」
の
追
加
③
土
砂
災
害
警
戒
区

災
害
か
ら

命
を

守
る
た
め
に

出水期に備え、防災マップで避難所を確認

29 年４月以降、園舎を使用でき

ません。牧の台小学校を利用し

てください。

牧の台幼稚園

洪水時は２階以上に避難（１階

は使用できません）。

総合体育館、川西小学校、栄根会館、

川西幼稚園、小花会館、鶴寿会館、下

加茂会館、加茂第二会館、南花屋敷中

央会館、東久代春日会館、東久代会館

多田東会館、アステ川西ぴぃぷぅ広場、

東洋食品工業短期大学（体育館）

福祉避難所（全 13 施設）

洪水時は開設しません。

要配慮者などの状態により、必

要に応じて開設します。災害発

生当初は開設しません。

域
（
黒
川
地
区
19

カ
所
）
の
追
加
④
避
難
所

と
福
祉
避
難
所
の
追
加

▼
「
浸
水
想
定
区
域
」
と
は
、
各
河
川
に
お

い
て
想
定
さ
れ
る
条
件
で
、
大
雨
が
降
っ
た

場
合
の
河
川
氾
濫
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
浸
水

の
範
囲
と
深
さ
を
国
ま
た
は
兵
庫
県
が
指
定

し
た
区
域
▼「
家
屋
倒
壊
等
氾
濫
想
定
区
域
」

と
は
、
一
定
の
条
件
下
で
、
家
屋
の
倒
壊
・

流
失
を
も
た
ら
す
よ
う
な
堤
防
決
壊
に
伴
う

激
し
い
氾
濫
流
や
河
岸
浸
食
が
発
生
す
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
区
域
▼
「
土
砂
災
害
警
戒

区
域
」
と
は
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
が
発
生
す

る
危
険
性
が
あ
り
、
人
家
な
ど
に
被
害
を
及

ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
区
域

【
防
災
マ
ッ
プ
（
ウ
ェ
ブ
版
）】

　

グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
で
、
洪
水
や
土
砂
災
害

の
危
険
区
域
、
避
難
所
情
報
な
ど
を
閲
覧
で

き
ま
す
（
下
の
２
次
元
コ
ー
ド
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
可
）。
家
庭
や
地

域
で
災
害
時
の
避
難
マ
ッ
プ
も
作
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
防
災
行
政
無
線
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

と
き
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
０
１
２
０

（
３
６
７
）
８
８
９
で
確
認
で
き
ま
す
。

県
住
宅
再
建
共
済
制
度

「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済
」

　

６
月
２
日
㈮
、
７
月
３
日
㈪
、
８
月
３
日

㈭
午
前
10

時
―
午
後
４
時
、
市
役
所
１
階
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
説
明
と
申
し
込
み
の

受
け
付
け
を
行
い
ま
す
。
加
入
に
は
印
鑑

と
口
座
番
号
が
必
要
。
詳
し
く
は
（
公
財
）

県
住
宅
再
建
共
済
基
金

０
７
９
７
（
83

）

３
１
２
２
へ
。

危機管理室　 （740）1145問合せ

▲ウェブ版

【防災マップ地図面に掲載している避難所の注意事項】

　

防
災
対
策
と
併
せ
て
、
安
心

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
の
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
医
療
体
制

の
充
実
で
す
。

　

先
日
、
市
立
川
西
病
院
の
改

革
に
向
け
て
「（
仮
称
）
川
西

市
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
構

想
案
を
発
表
し
ま
し
た
。
同
病

院
は
、
34

年
前
に
現
在
の
市
北

部
に
建
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
地

域
医
療
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
営
状
況
が

悪
化
し
、
26

年
度
に
は
経
営
健

全
化
団
体
に
陥
り
ま
し
た
。

　

私
は
、
市
長
に
就
任
し
て
以

来
、
病
院
経
営
の
立
て
直
し
の

た
め
、
精
一
杯
努
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
経
営
難
の
深
刻

化
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
し
、
今
回
の
構
想

案
の
策
定
に
至
り
ま
し
た
。

　

運
営
に
つ
い
て
は
先
駆
的
な

手
法
を
導
入
し
、
市
北
部
の
医

療
に
つ
い
て
も
、
し
っ
か
り
と

対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
の
医
療
体
制
を
守
る
た

め
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市役所


